

















　42 症例 86 病変（原発性肺癌 23 例，大腸癌肺転
移 8例，肺癌肺転 10 例，腎臓癌肺転移 1例）．男性
34 例，女性 8 例．年齢は 44 歳から 87 歳．腫瘍の










　CTガイド下局所麻酔で，腫瘍内に Cool-tip RF 









　RFA後 1か月，2か月，以後約 3か月おきに CT
で経過をみている．腫瘍は空洞化，あるいは硬化性
の陰影に置換され縮小した．最初の 1例については





　原発性肺癌のうち 13 例は無再発生存（最長 6年
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る状態）が誘導され，さらに Safty margin の考え方
としては，腫瘍の周囲にスリガラス状陰影が出現し
て腫瘍を完全に取り囲む状態（surrounding Ground 

















さな病変であれば 84.4％，20 mm以上で 30 mmよ








































Immediate complications Late complications
pain  9 fever 1
pneumothorax 15 pleural eﬀ usion 7
bloody sputum  5
hemothorax  2
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